
 選手村 大会終了後における住宅棟のモデルプラン  

（消防署予定地） 
▽ 

（学校予定地） 
▽ 

商業棟 
▼ 

（晴海ふ頭公園） 
▽ 

（客船ターミナル） 
▽ 

住宅棟のモデルプラン（大会終了後ｲﾒｰｼﾞ） 

棟  数：住宅棟（板状）       ２２棟 
    ：住宅棟（超高層タワー）    ２棟 
    ：商業棟            １棟  
 
階  数：住宅棟（板状）   １４階～１７階 
    ：住宅棟（超高層タワー）   ５０階 
    ：商業棟            ４階 
 
総  戸 数：約６，０００戸  

沿道イメージ 

広場イメージ 

住宅棟等の考え方 

～教育ｿﾞｰﾝ～ 
地区内の児童のため
の教育施設を導入 

～商業・にぎわいｿﾞｰﾝ～ 

生活利便・にぎわい施
設を導入 

※住宅棟（超高層タワー）、商業棟は大会終了後に施工を予定 

※「晴海 まちづくりの考え方」記載「歩行者ルート」「既存公園」に本プランのゾーニングを記載  

住宅ゾーン 

住宅ゾーン 

住宅ゾーン 

商業・ 
にぎわいゾーン 

教育 
ゾーン 

環状第２号線延伸予定 有明通り 

晴海通り 

参考図（大会時イメージ） 

（仮設エリア） 
 

（仮設エリア） 
 

（仮設エリア） 
 

まちづくりの考え方
（ゾーニング） ～多様な人々が交流し快適に暮らせるまちづくり～ 

～住宅ｿﾞｰﾝ～ 
快適な暮らしを実現す
る住宅等を導入 

住宅ゾーン 

※住宅棟（板状）は、大会時、宿泊棟として使用 
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１．様々な住まいに対応する建物配置 

・板状と超高層タワーを織り交ぜた建物配置により、様々な住戸に 

 対応が可能 

 

２．地域のにぎわいの空間 

・商業棟、学校、超高層タワーを中心軸に集約的に配置して地域の 

 にぎわいを形成 

 

３．街区内の広場整備 

・街区内には、緑豊かな広場空間を配置 

・広場は貫通通路につながり、歩行者空間を確保 

 

４．沿道空間の形成 

・晴海中心軸の沿道では、広幅員の道路空間と一体となったにぎわ 

 いある沿道空間を形成 

  選手村 大会終了後における住宅棟のモデルプラン  

 

今後のレガシー検討 

建物配置等の考え方（大会終了後） 

◆ 知事をトップとする「レガシー委員会」の中で、「事業 

  協力者」と連携を図りながら、オリンピック選手村の 

  レガシーの具体化に取り組む 

  ・事業性を踏まえた住宅や地域の魅力を高める 

   まちづくりのあり方 

  ・建物に導入する機能や施設 等 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

晴海中心軸 

（晴海客船ターミナル） 

４．沿道空間の形成 

3．街区内の広場整備 

商業棟 

（学校予定地） 

（消防署予定地） 

（晴海ふ頭 
公園） 

２．地域のにぎわいの空間 

賑わいの拠点 

１．様々な住まいに対応する建物配置 

超高層ﾀﾜｰ 

超高層ﾀﾜｰ 

魅力的な住宅プラン 
・間取、グレード、設備等 

環境対策        防災対策 
・省エネルギー対策等       ・地域防災対策の充実等  

交通対策        子育て支援 
・歩行者動線の確保等     ・保育サービス等    

地域活動の支援 
・地域活動に寄与する空間確保等 

その他 
・国際交流、新技術の活用、スポーツ都市東京の実現、ＢＲＴの導入 

 ユニバーサルデザインのまちづくり、水辺空間の活用   等 
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